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図 面 番 号＊図 面 番 号＊図 面 番 号＊図 面 番 号＊図 面 番 号＊図 面 番 号＊図 面 番 号＊



環境への配慮

本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては、

「県有施設のｼｯｸﾊｳｽﾏﾆｭｱﾙ」に留意し、揮発性有機化合物の

放散による健康への影響に配慮する。

ホルムアルデヒド仕様

使用する材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量は、次のとおりとする。

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 規制対象外 の場合の該当する建築材料

１）JIS及びJASのＦ☆☆☆☆品

２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による

国土交通大臣認定品

３）次の表示のあるJAS適合品

ａ．非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

ｂ.接着剤等不使用

ｃ.非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散

させない材料使用

ｄ.ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料等使用

ｅ.非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散

させない塗料使用

・隣接する駐車場縁石P0の天端を設計GLとする8.設計GL

変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

設計年月日

図 面 番 号

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

Ａ

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

０２
特 記 仕 様 書 １

山梨市 徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事：特記仕様書

1．工事名称：徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

2．工事場所：山梨市三富徳和1075-3

3．用途地域：都市計画区域外，防火指定なし

4．主要用途：公衆用トイレ

5．構　　造：木造平屋建

6．規　　模：敷地面積　　89.36㎡　

(延)床面積　21.30㎡（6.43坪）

建築面積　　24.06㎡（建ぺい率26.92%）

7．下水放流形式：合併浄化槽 10人槽

Ⅱ．工事範囲

Ⅰ．工事概要

・工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、

・請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、

監督職員に報告の上、指示に従うこと。

工程の確認・調整及び工事の円滑な進捗をはかること。

・施工体系図を現場に掲示すること。

・公共建築工事標準仕様書（令和4年版）

・公共建築改修工事標準仕様書（令和4年版）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　営繕工事写真撮影要領

（令和5年度版）

・適用する（請負精算額が500万円以上の場合）

確認を受け,契約締結後及び工事完成後の10日以内に

受注時,変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の

登録手続きを行い,工事ｶﾙﾃの受領書を,監督職員に提出すること。

・構外搬出分別処理

・適用する

通報するとともに、別に指示する「事故報告書」を指示する

工事の施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督職員に

期日までに監督職員に提出する。

材料の品質等

本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び

性能を有するものとし、その材料にJIS又はJASのﾏｰｸの表示

のある場合を除いて監督職員の承諾を受ける。

一

般

共

通

事

項

一

般

共

通

事

項

章 特 記 事 項 章 項　目項　目 特 記 事 項 章 項　目 特 記 事 項

3.工事実績情報

(CORINS)の登録

4.発生材の

2.適用基準等

処理等

5.電気保安
技術者

6.事故報告

7.建築材料等

1.埋戻し及び

盛土の種別
工 事 項 目 技能検定職種（技能検定作業）

・とび（とび作業）

・型枠施工（型枠工事作業）

・鉄筋施工（鉄筋組立作業）

2. 仮設工事

5. 鉄筋工事

6. ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

13.火災保険等 工事目的物及び工事材料等について、次により保険に付す。

保険の種類　　・火災保険　　・建設工事保険

保険期間　　　・工事着手から工事目的物引き渡しまで

10.完成図書 ・作成する

仮

設

工

事

・ｼｰﾄ張り2.危害防止

3.監督職員事務所 ・設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）

・設置する（設置枚数　１枚）4.工事表示板

5.工事用水

6.工事用電力

7.工事用車両の
駐車場

・隣接する駐車場5台分は土日以外は駐車使用可

12月～3月の冬季以外の土日は観光客用の駐車場として

使用する（使用不可）

・設置済（隣接する公衆ﾄｲﾚも使用可）

9.足場等

ついては「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

及び「働きやすい安心感のある足場に関する基準」によること。

足場を設ける場合は,「手すり先行工法等に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

・設ける

仮囲いの位置及び延長は図示による。

1.仮囲い

・埋戻土及び盛土は極力根切土を使用のこと。

土

工

事
の処理

・場外搬出適切処理のこと。2.建設発生残土

2024.10.

３

２

１ 9.技 能 士 下表の職種に、１級、２級 又は単一級技能士を配置する。１ 1.一般事項

該当する工事全て 省略する工事種目

3

4

土工事

仮設工事

5

6

地業工事

鉄筋工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

鉄骨工事2 7

12

13

14

15

16

18

19

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

20 その他工事(合併浄化槽設置工事)

8 押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事(ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ工事)

Ⅲ．建築工事仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

「公共建築工事標準仕様書(令和4年版)」(以下、「標準仕様書」という。)による。

(以下「改修標準仕様書」という。」「公共建築木造工事標準仕様書(令和4年版)」

1．共通仕様

ただし,標準仕様書に記載されていない事項は,「公共建築改修工事標準仕様書(令和4年版)」

(以下「木造標準仕様書」という。)及び「建築物解体工事共通仕様書(令和4年版)」

2．特記仕様

(以下「解体共通仕様書」という。)による。なお、施工条件明示書は、特記仕様書に含める

１）項目は、すべての番号に適用する

２）特記事項も、・印のついたすべての項目に適用する。

9

10

11

石工事

防水工事

17 ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

ﾀｲﾙ工事

排水工事(建築)

舗装工事

植栽工事

21

22

23

・下記工事種目のうち該当工事のないものは省略する

・該当する工事の中でも、適用しない項目は省略する

（ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ含む）
特定のものが特記された場合は、設計図書に規定する

CD等で提出すること。

とは別に次のものを原版（ﾈｶﾞ又は電子媒体）とともに

監督職員に提出する。なお、原版を電子媒体とする場合は、

分　類 サイズ

・ｶﾗｰ ・Ｌ

撮影箇所数 提出様式部　数

・工事用ｱﾙﾊﾞﾑA4版・撮影要領の
ﾎﾟｹｯﾄ式程度完成写真程度

建築工事写真撮影要領により、完成届に添付する完成写真

・１部

12.設備工事との
取合い

施工図　　　設備機器の位置、取り合い等が検討できる

施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

・作成する11.完成写真

・完成図書　JWW形式又はSFC形式のCADﾃﾞｰﾀ及びPDF形式

・白焼縮小（Ａ３版）２つ折製本　　　　２部

CD１枚

8.仮設便所

・隣接する公衆用ﾄｲﾚの施設を利用可(無償)

・仮設用電力申請の上施工すること(有償)

18.塗装工事

15.左官工事

14.金属工事

12.木工事 ・建築大工（大工工事作業）

・建築板金（内外装板金作業）

・建築板金（内外装板金作業）

・左官（左官作業）

・ｻｯｼ・ｶﾞﾗｽ施工

・自動閉鎖装置付引戸施工

・塗装（建築塗装作業）

・内装仕上施工

13.屋根及びとい工事

16.建具工事

19.内装工事

・かわらぶき（かわらぶき作業）

(ﾎﾞｰﾄﾞ下地工事作業)

8.ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ工事 ・ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ施工（ﾊﾟﾈﾙ工事作業）

場外よりの持込盛土の場合はＢ種とする

・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

・ﾄｲﾚ内部の床土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下部に布設

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　ｱ 0.15

地

事

業

1.砂利地業

2.床下防湿層

工

４

（詳細図参照）

鉄

筋

工

事

・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼(SD295A) D13.D10㎜

使用箇所：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ布設部分全面

・D16以下につき重ね継手とする。

５

・JIS G 3551のJIS表示認証製品（線径6㎜ｘ網目100㎜）

ク

コ
ン

リ

ー

ト

工
事

ｺﾝｸﾘｰﾄ
・種別：Ⅰ類

設計基準強度 ・捨ｺﾝｸﾘｰﾄ　　　　　　Fc=18N/mm2

・布基礎・土間ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc=21N/mm2

・18㎝

・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

・合板  ｱ 12型枠使用

住宅用鋼板型枠使用も可

６

・Kmew：ｴｽﾄﾚﾓｳｯﾄﾞ18〈参考品〉使用

・通気金物15㎜使用

・透湿防水ｼｰﾄ張り

・通気用見切縁使用

・ｼｰﾙ材は高耐久品使用（ｽｰﾊﾟｰKmewｼｰﾙ30）セ
メ
ン
ト
板
工
事

押
出
成
形

1.鉄筋の種類

2.溶接金網

3.鉄筋の継手

1.ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄ

2.普通ｺﾝｸﾘｰﾄの

3.ｽﾗﾝﾌﾟ

4.ｾﾒﾝﾄの種類

5.型枠

1.ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

もの又は、これらと同等のものとする。ただし同等のもの

とする場合は、監督職員の承諾を受ける。

８

(厚生労働省平成21年4月策定)」によるものとし、設置に

・養生ﾈｯﾄ取付のこと

・中桟手摺・巾木を設置のこと

・昇降設備は1ヶ所設置



変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

設計年月日

図 面 番 号

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

Ａ

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

章 特 記 事 項 章 項　目項　目 特 記 事 項 章 項　目 特 記 事 項

特 記 仕 様 書 ２

章 項　目 特 記 事 項

・屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づき

指定又は認定を受けたものとする。

・各部の素地ごしらえ

・木部（面台・ｶｳﾝﾀｰ：集成板（OSCL)

・ﾎﾞｰﾄﾞ面（腰上壁・天井面）（EP塗）

B種（透明塗料塗）

A種（腰上壁：継目地処理工法）

B種（天井面：目透し5㎜天井）

・ｵｲﾙｽﾃｨﾝｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り（油性）

・木部 B種（半ﾂﾔ程度）

・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

・硅ｶﾙ板 ｱ 12　下地：A種

継目地処理工法のこと

・硅ｶﾙ板 ｱ 6　 下地：B種

天井面 目透し5㎜天井

14

金

工

事

属

・ｱﾙﾐ製目隠しﾊﾟﾈﾙ（W4235xH2525）

(1）ｱﾙﾐ支柱：70ｘ70ｘ2525(t=2)

・野縁補強のこと（詳細図参照）

・柱に固定：C型ｼﾞｮｲﾝﾄ材使用

・柱脚固定：C型ｼﾞｮｲﾝﾄ材使用(柱脚加工)

(3）ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ（ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ材使用）

・YKKap：ｼﾝﾌﾟﾚｵﾌｪﾝｽYS1型

（H=1200ﾀｲﾌﾟ）

・取付：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ30ｘ30使用

・既成住宅用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製換気孔使用

・ﾌｸﾋﾞ：新木ﾔｷﾞﾘF型吉峰2型S(4寸)

YK2S□(445ｘ1216)換気面積（110㎝2）

・区分　種類：日本農林規格製材（JAS1083-2019）

・用途別樹種：伏図特記仕様参照

(桧材・米松材共 無垢材使用)

(羽柄材も米松・赤松等無垢材使用)

・等級：特一等とする（ﾉﾀのないもの）

・含水率：15％以下まで人工的に乾燥させた木材(KD材)

・軸組工法ﾌﾟﾚｶｯﾄとする

構造材はすべて,羽柄材：垂木・間柱

ﾌﾟﾚｶｯﾄ図(CAD)作成の上監督職員の承認を受けること

仕口金物
・平成12年建設省告示第1460号第2号に適合する金物使用

詳細は軸組計算表(A-13)参照のこと

・屋根下地野地板（910ｘ1820ｘ12）

・JAS規格品使用

・種類：特類又は1類

・規定強度試験の種類：1級

・板面品質分類：B－B以上

・性能区分：F☆☆☆☆

(開口枠)
・ｱﾙﾐｻｯｼ枠：住宅ｱﾙﾐｻｯｼ使用につき

・木材(羽柄材：赤松KD材30ｘ40使用)

・ｼﾞｬｽﾄｶｯﾄ品使用（見付20㎜）

・窓枠固定型（ｱﾝｸﾞﾙ加工付）

・樹脂化粧ｼｰﾄ仕上品

・引戸枠：抗菌樹脂製(三方)20ｘ150

・壁横胴縁： 間隔 910でﾋﾞｽ止め

積層材
・JAS0701(単板積層材)に規定する加工品

・赤松(FB) ｱ 20（無塗装品）

・土壌及びGL+1.0m迄の木部（土台・柱・間柱）

・ﾒｰｶｰ責任施工とし保証期間は5年とする

・木造軸組工法住宅用接合金物(Zﾏｰｸ)使用

・天井野縁： 間隔455でﾋﾞｽ止め

・天井野縁受材：間隔 910でﾋﾞｽ止め

2.木材加工

3.構造用金物

4.筋かい

5.構造用合板

6.造作材

7.壁・天井下地

8.造作用単板

9.防虫防腐処理

1.目隠しﾊﾟﾈﾙ

2.小屋裏換気

1.一般事項

2.素地ごしらえ

2.OSCL塗

3.EP塗

15

工

事

・施工箇所：布基礎外部廻り 巾木 ｱ 15(H=350)

吸水調整材

・全固形分(％)：表示値±1.0

・吸水量(g)：30分で1g以下

・接着強度(N/㎜2)：1.00以上

・界面破断率(％)：50以下

・均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

直均し仕上
・施工箇所：内部床．ﾎﾟｰﾁ．ｱﾌﾟﾛｰﾁ(ｽﾛｰﾌﾟ)

・内部床：床勾配1/100

・ｱﾌﾟﾛｰﾁ(ｽﾛｰﾌﾟ)：床勾配1/26

・ﾎﾟｰﾁ ： 床勾配2/100

・平坦さは1ｍに付5㎜以下とする

1.ﾓﾙﾀﾙ塗

2.床ｺﾝｸﾘｰﾄの

16 ・AW/1：住宅用ｱﾙﾐｻｯｼ(規格型)を使用

・気密性：A-3　・水密性：W-4

・枠見込寸法86（半外付ﾀｲﾌﾟ27㎜）

・網戸：防虫網（線径0.25㎜）
網目　16-18ﾒｯｼｭ

閉鎖式引戸
・SD/1.2　屋外型ｽﾁｰﾙ引戸（既製品使用）

・SD/1戸当枠取付用ｱﾙﾐ角ﾊﾟｲﾌﾟ取付
（部分詳細図 A-16参照）

・ｱﾙﾐ角ﾊﾟｲﾌﾟ □-70ｘ70ｘ2.0

・1/TB～3/TB　　　（建具表A-14参照）

・表面材：ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板（心材MDF）

・ｴｯｼﾞ：ｱﾙﾐｱｰﾙｴｯｼﾞ　（見込20㎜）

・ｻﾎﾟｰﾄ：ｽﾃﾝﾚｽ　H=60

〈詳細は建具表参照のこと〉

・1/W（物入内片開きﾌﾗｯｼｭ戸）

・面材：ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

1.ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

2.面付自動

3.ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

4.片開き戸

・丁番．取手．ｷｬｯﾁは監督職員の承認を得ること。

(2）ｱﾙﾐ横枠：70ｘ70ｘ2005(t=2.0)

(金ｺﾞﾃ直押え)

・種別：A種，耐風圧性　S-4

・建具表　SD/1.2参照〈A-14〉

・文化ｼｬｯﾀｰ：ﾌﾞﾚｸﾘﾝPCC-RAB

・文化ｼｬｯﾀｰ：ｶｰﾑｽﾗｲﾀﾞｰ（屋外ﾀｲﾌﾟ）

ｺｰﾁｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄで柱に固定（4ヶ所）

・柱頭固定：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ 30ｘ30(t=2.0)ﾋﾞｽ固定

屋

根

び

及

と

い

工

事

13 ・材料：JAS A 5208の表示認証製品とする

・役物瓦の種類等は屋根伏図(A-12)参照

・JAS A 5208に基づく凍害試験はなし

・瓦桟木　・杉 21ｘ15以上（防腐処理）

・棟補強用心材：杉 40ｘ30以上（　〃　）

・緊結線・ﾋﾞｽ等：ｽﾃﾝﾚｽ製

・種類．大きさ．産地等は屋根伏図(A-12)参照

・軒樋：高耐候性仕様製品使用

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：ｼﾋﾞﾙｽｹｱPC50

・吊具：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ吊具 ＠750(約)

・竪樋：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：S30(角型)

・集水器：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：自在ﾄﾞﾚｲﾝ使用

・取付方法：ﾒｰｶｰ標準ﾏﾆｭｱﾙ工法とする

1.粘土瓦葺

2.とい工事

・工法等：ﾒｰｶｰ標準仕様書に依る

・壁下地：けい酸ｶﾙｼｳﾑ板（JISA5430）

・硅ｶﾙ板（繊維強化ｾﾒﾝﾄ板）

910ｘ1820ｘ12

・天井面より H=1820を張りｼﾞｮｲﾝﾄは腰壁に取る

1.壁.天井下地

・天井下地：硅ｶﾙ板 ｱ 6

ｶﾙｼｳﾑ板張
2.化粧けい酸 ・施工箇所：ﾄｲﾚ内部腰壁

・見切縁はｱﾙﾐ製を使用

・床際はｺｰｷﾝｸﾞ5㎜納まり

・両面ﾃｰﾌﾟと接着剤併用のこと

・目透し5㎜納まり（天井伏図参照）

０３

1.木材
(構造材)
(羽柄材)

具

建

工

事

18

塗

装

工

事

19

内

装

工

事

12

木

工

事

左

官

Ykkap：ｴﾋﾟｿｰﾄﾞⅡ NEOｼﾘｰｽﾞ

・ｶﾞﾗｽ：複層型 F4K＋A15＋FL3

20

雑

1.断熱材 ・断熱材布設

・外壁廻り：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ ｱ 105（10K）

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ ｱ 105（10K）・天井裏　：

事

工

2.ﾄｲﾚﾌﾟﾚｰﾄ

3.可動すのこ

4.天井点検口

5.防虫防腐処理

・ｱｸﾘﾙ板　200ｘ200ｘ ｱ 3（ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ）

・ｱﾙﾐ枠　450ｘ450

・ﾒｰｶｰ責任施工とする（保証期間5年間）

・水切ﾏｯﾄ ｱ 13 ﾋﾞｽ止め（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製）

・敷台：米松　42ｘ42　ｺﾝﾊﾟﾈ ｱ 12下地

・土壌及びGL+1ｍ迄の木部（土台・柱・間柱）

工

の

他

事

・ｽﾛｰﾌﾟ（勾配1/26）

・土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｱ120　刷毛引仕上

・砕石転圧 ｱ 100下地

21

そ

1.外構工事 ・土留ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　W=150，H=450

・砕石転圧 ｱ 100下地

・ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ(100目)敷込

・縁石(ﾌﾟﾚｺﾝ) 100ｘ100ｘ600

(ｱﾝｶｰ及び接着剤固定のこと)

・合併浄化槽の据付工事は建築工事とする（材工共）

・ﾌｼﾞｸﾘｰﾝ CA-10型(10人槽)　　　〈同等品〉

・ﾍﾞｰｽは砕石下地土間ｺﾝ打設 ｱ 120

・上部ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 ｱ 120

・土間ｺﾝｸﾘｰﾄ天端はGL-270とする

・流入配管及び放流配管は設備工事分とする

2.合併浄化槽

・化粧硅ｶﾙ板 ｱ 3（910ｘ2430）(ｱｲｶ：ｾﾗｰﾙ)

ｶﾞﾗﾘ（136ｘ439）含む

鉄板巻き
・ｶﾞﾙﾊﾞ鋼板 ｱ 0.35加工の上、取付

・下地捨破風板24ｘ210

3.破風板

2024.12.
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山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事
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付近案内図・配置図 （敷地面積求積表）
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△　道路境界線を示す

▲　隣地境界線(用途別境界)を示す
（官民境界線）
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山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

設計年月日

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

Ａ

屋　根

■外部仕上表

透湿防水シート張 (通気用見切縁使用)

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事 S=1/50

三州瓦葺(三州陶器瓦,和型,新銀色)

〈下地〉ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

野地合板 ○ア 12

垂木（米松KD材）45ｘ90 ＠455

〈棟部役瓦〉屋根伏図仕様参照

(勾配 4/10)

捨破風板(杉) 24x210，ガルバ鋼板 ○ア 0.35巻き破風板

雨　樋 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：ｼﾋﾞﾙｽｹｱ PC-50(角型)〈同等品〉

竪　樋

○ア 18 横張(通気金物15㎜使用)

Kmew:ｴｽﾄﾚﾓｳｯﾄﾞ18　<参考品>

高耐久ｼｰﾙ材：ｽｰﾊﾟｰKmewｼｰﾙ30 〈参考品〉

基　礎

外　壁

布基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ造(RC造)　詳細図参照

土台水切(通気水切) 

〈ﾔｷﾞﾘ〉ﾌｸﾋﾞ：新木ﾔｷﾞﾘF型吉峰2型S(4寸)

ｽﾁｰﾙ引戸

(切妻屋根)

　 〃 　 S30（角型60 ） 〈同等品〉

集水器

土台ﾊﾟｯｷﾝ：W=105

自動閉鎖装置付引戸(屋外用)：建具表参照

ｱﾙﾐｻｯｼ 住宅用ｱﾙﾐｻｯｼ：建具表参照

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ○ア 120　金ｺﾞﾃ押え(勾配2/100)

外構工事

○ア 120　刷毛引仕上

　 〃 　 自在ﾄﾞﾚｲﾝ

YK2S□4(445ｘ1216)(換気面積110㎝) 〈同等品〉
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▼桁線

建築面積：21.30＋7.1ｘ(1.39-1.0)＝24.069㎡

床面積 ： 7.10ｘ3.0＝21.30㎡

100

X3 X6

面台

硅ｶﾙ板

壁

床 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ ○ア 0.15敷込

砕石転圧○ア 100

巾木・腰壁 ○ア 12下地 化粧硅ｶﾙ板 ○ア 3貼

見切縁：専用ｱﾙﾐ見切縁使用

硅ｶﾙ板

廻 縁

天 井

塩ビ製（ﾌｸﾋﾞD-6号）　　<同等品>

天井高：2500～2470

硅ｶﾙ板　6　目透し(W=5㎜)張　EP塗装○ア

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ下地 ﾒﾗﾐﾝ樹脂合板仕上○ア 20

ｻﾎﾟｰﾄ(脚)仕様　　〈建具表参照〉

物入内部

棚受  18x100x450 ﾌｯｸ4ヶ付

■内部仕上表(共通)

女子ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

多目的ﾄｲﾚ

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　

○ア 10　(H=380)布基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ下地ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

〈同等品〉

○ア 20 （気密ﾊﾟｯｷﾝ使用）

便所ﾌﾟﾚｰﾄ ｱｸﾘﾙ板 200ｘ200ｘ○ア 3(ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ3ヶ所)

天井：硅ｶﾙ板 ○ア 6 目透し張　EP塗装(一部有孔)

支柱・横枠：ｱﾙﾐ70ｘ70ｘ2.0(C型ｼﾞｮｲﾝﾄ材使用)

壁：外壁に準ずる（CH=2500～2525）

目隠しﾊﾟﾈﾙ：ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ H=1200ﾀｲﾌﾟ使用

砕石転圧○ア 100下地

○ア 120　金ｺﾞﾃ直押え（勾配1/100） 腰掛便器(ｳｫｼｭﾚｯﾄ)1，小便器2，手洗器，化粧鏡

腰掛便器(ｳｫｼｭﾚｯﾄ)3，手洗器，化粧鏡

腰掛便器(ｳｫｼｭﾚｯﾄ)1，手洗器，化粧鏡

ポーチ(屋根付)
ｱﾙﾐ柱70

Ｐ

竪樋60
ｱﾙﾐ柱70

ｱﾙﾐ目隠しﾊﾟﾈﾙ

2/100
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1階平面図　S=1/50
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線

)
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Ｐ

1
65

駐車場縁石を示す

土留擁壁

1
50

W=165

W=150

・外 内部仕上表・平面図・

ポーチ スロープ：床土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

土留擁壁ｺﾝｸﾘｰﾄ W=150 H=450（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造）

(1/26)

○ア 12下地 EP塗装

小屋裏換気

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ(100目)敷込

Ykkap：ｼﾝﾌﾟﾚｵﾌｪﾝｽYS1型　　　 　　（参考品）

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ(100目)敷込

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ(100目)敷込

巾　木

合併浄化槽 10人槽（ﾌｼﾞｸﾘｰﾝ CA-10型)　　　　　〈参考品〉

・ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ100目敷込，砕石転圧　100下地

砕石転圧○ア 100下地

砕石○ア 100下地

○ア

○ア

収納棚：赤松集成板 ○ア 20　W=450

：赤松集成板○ア 20

・ﾍﾞｰｽ及び天端土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　120打設

縁石(ﾌﾟﾚｺﾝ) 100ｘ100ｘ600

2

はね上げ手すり(ﾛｯｸ付)，L型手すり

450ｘ800
ｵｰﾌﾟﾝ架台

軒 裏 硅ｶﾙ板○ア 6 目透し張 EP塗装

０５
(ｂ)

多目的
トイレ

R7.2.03　ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ,ﾁｪｱ追加

天井点検口 多目的ﾄｲﾚ：ｱﾙﾐ枠　450ｘ450

ｵｰﾌﾟﾝ架台

面　台 ○ア

樹脂製　20ｘ150

ｱﾙﾐｻｯｼ枠 ｼﾞｬｽﾄｶｯﾄｵｰﾀﾞｰ枠（樹脂化粧ｼｰﾄ貼）

○ア

ｽﾁｰﾙ引戸枠

（すのこ）

収納棚
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ内

断熱材

防虫防腐
処理

ﾒｰｶｰ責任施工とする（保証期間5年間）

敷台：米松 42ｘ42　 ○ア

水切ﾏｯﾄ 　13（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製）〈ﾋﾞｽ固定〉○ア

○ア

赤松集成板  20　OSCL塗仕上

外壁・内部天井面：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　105(10K)

土壌及びGL+1m迄の木部(土台・柱・間柱)

ｺﾝﾊﾟﾈ　12下地

上部にﾌｯｸ 1ヶ所取付

赤松集成板  20（D=300）1段　OSCL塗仕上

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ・ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ

2024.

ｵｰﾌﾟﾝ架台

400ｘ600
ｵｰﾌﾟﾝ架台

(将来用)

(将来用)

図  面 番 号＊
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深型パイプフード
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ﾔｷﾞﾘ 900*380
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1550Wｘ2670Ｌ

仕様はﾍﾞｰｽｺﾝに準ずる
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手洗器芯

小便器芯

13
0

庇線を示す

平面詳細図　S=1/30

X8

120

450ｘ920

ｵｰﾌﾟﾝ
架台

ＷＤ
１

100100

竪樋60

Ｐ

2,080 2,080

ｱﾙﾐ柱70

Ｐ：ｱﾙﾐ目隠しﾊﾟﾈﾙ

960

庇線を示す

(内
法

)
1
,4
2
5

1,
4
25

(
内

法
)

4
70

65

45
0

2
10

棚1段

物入

(外構工事)スロープ

1
/2

6

P

Ｔ

　　集成板(ｱ)20、OSCL塗装

　　FL+1100(棚下端)

※オープン架台(木製すのこ)

　　水切マット ビス止め

Ｔ：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ内収納棚(1段)

P：便所ﾌﾟﾚｰﾄ(200ｘ200)

凡例

P P

R7.2.03　ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ,ﾁｪｱ追加

400ｘ600

架台ｵｰﾌﾟﾝ

面台 H=1365

80
0

ｱﾙﾐ柱70

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

０９
(ｂ)2024.

450

20 900

450

897

155

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ(将来用)

(将来用)

図  面 番 号＊
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変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

基礎伏図・布基礎断面詳細図

S=1/50
S=1/20

布基礎（立上り部分を示す)　H=GL＋300

W=135(内部120)〈ﾍﾞｰｽW=500〉

呼び強度27(Fc＝27N/cm2)(ｽﾗﾝﾌﾟ15㎝ 最大骨材25mm)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ○ア 120 金ｺﾞﾃ直押え

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 　0.15(内部のみ)○ア

砕石転圧○ア 100

土台固定はｽｸﾘｭｰ座金を使用(木工事)

(注1)ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは柱芯より200mm逃げとする

基礎伏図：凡例･特記仕様

100 250 250 100

500

45
0

1
50

10
0

30
0

60
0

1
50

9
00

12
0

1
00

50

▼布基礎天端

▼水上

30
014

5
15

5

7560

135

1
05

20

砕石転圧○ア 100

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ○ア 50

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M12-450

立上り 主筋 D13

立上り ﾀﾃ筋 D10 ＠300

立上り 横筋 D10 ＠250

ﾍﾞｰｽ 横筋 D10(両端共)

ﾍﾞｰｽ ﾀﾃ筋 D10 ＠300

ﾍﾞｰｽ 主筋 D13

<内部立上り部>

6060

120

▼ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ天端

天端ﾗｰｽﾞﾓﾙﾀﾙ（基礎工事）

100
1

10
0

7560

150

1,225

1,300

4
50

15
0

15
0

3
00

7
50

10
0

17
5

12
5

20
0

2
5

100
1

100
2

▲水下

▼水上

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ立上りのこと

ポーチ

面取10㎜

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ○ア 120 金ｺﾞﾃ直押え

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ5φ（網目100角）

砕石転圧○ア 100

Ａ

布基礎(外周部)断面詳細図　S=1/20

’断面詳細図　S=1/20Ａ-

▼設計GL ▼GL

土台105＋土台気密ﾊﾟｯｷﾝ○ア 20(木工事)

▼GL ▼GL

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ5φ敷込（網目100ｘ100）

Ａ種ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ○ア 100，2段積み

ﾀﾃ筋D10 ＠800，ﾌｯｸ付き，ﾖｺ筋D10

○ア 135～105砕石転圧○ア 100,盛土

○ア 0.15防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ5φ（網目100角）

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ○ア 120 金ｺﾞﾃ直押え

立上り

ベース▲

ベース▼

通リ芯（木造柱芯）

据付天端は基礎天端＋125mm

200 510 200

Y5

3,
00

0

Y1

20
0
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0

1
,0

00
1,

00
0

1,
0
00

1
,3
0
0

1,
30

0

75 60

(内法)

基礎伏図　S=1/50
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ポーチ
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多目的

トイレ
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9101,025910

200200
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200
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1/100

60
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1/100 1/100

7,100

200 510 200200 200200 400

Ａ
Ａ
’

7
5

60

125 125

200 200 200

200 710

20
0

2
00

100

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(M12×450)(ﾀﾅｶ製：Ｓｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ同等品)(26本)

立
上

り
(1
5
0+

75
0)

M12-450
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

100

0

設計GL

盛土○ア 110位(平均厚さ：根切土優先使用)

盛土80～105

<外部> <内部>

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

※ ※ ※

※ ※ ※

501,085

1,195 785

X3 X6

(外構工事分)

土留CB

盛
土

＜注＞

※印 295mm下り

▼基礎天端

１０

現況地盤面

GL-470

現況地盤面

GL-170

0

現況地盤面

GL-370

0

現況地盤面

GL-120

設計GLよりの土間ｺﾝｸﾘｰﾄの高さを示す

(注) 現況平均地盤面の算定はＡ-16参照

D10 ▲現況平均地盤面

盛土

28
0

17
0

脇鉄筋 1-D10

差し筋 D10 ＠600

28
0

28
0

1
70

根
切

深
 
47

0

▼現況平均地盤面

21
5

盛土
盛土

▲現況平均地盤面

125

設計年月日

2024.9.
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土台伏図　S=1/50

変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

設計年月日

図 面 番 号

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

Ａ

S=1/50

Y1

Y5

X0

土台伏図・小屋(梁)伏図（凡例・特記仕様）

＜小屋伏図＞ 凡例(特記仕様)

・

〃

＜土台伏図＞ 凡例(特記仕様)

大梁(はね出し梁)：米松ＫＤ，105ｘ180～120

胴 差 桁   : 米松ＫＤ，105ｘ105

ツナギ梁  ： 米松ＫＤ，90ｘ90

棟木 母屋 ： 米松ＫＤ，105ｘ105　＠960

垂　木　  ： 米松ＫＤ，45ｘ90　＠455

火 打 梁  ： 米松ＫＤ，90ｘ90（12ヶ所）

X9X3

1
05

ｘ
1
50 10
5ｘ

 1
80 90

Y1

Y5

Y0

X0

小屋(梁)伏図　S=1/50

X9

▲
垂

木
外
面

▼
垂

木
外
面

10
5ｘ

 1
80

1
05

ｘ
1
50 ▼棟木

105ｘ120 (L=4000)

小 屋 束  ： 米松ＫＤ，105ｘ105  ＠910～1970

X3

力梁105ｘ105

90

力梁105ｘ105

105

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

105

1
05

ｘ
1
80

10
5ｘ

1
80

X6 X6

2024.9.
１１

土  台 ：桧ＫＤ(特一)　105ｘ105

土台パッキン　ｱ 20（W=105，気密タイプ使用）

筋違い ：米松ＫＤ，45ｘ90（14ヶ所）

管  柱 : 桧ＫＤ(特一)，105ｘ105(10尺・背割なし)(24本)

間柱 a：米松ＫＤ(特一)　30ｘ105　＠455

 〃  b：　 〃 　( 〃 )　45ｘ105　＠910（※印）

(b)

(b)

(b)

(b)

(b)

(b)



2,080

Ａ

変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

設計年月日

S=1/50

屋根伏図・天井伏図 (仕上・特記仕様)

天井伏図：仕上（特記仕様）

ｂ

ｃ

ｄ

ａ

記号

硅ｶﾙ板○ア 6（有孔板）目透し(W=5㎜)張　EP塗装

硅ｶﾙ板○ア 6（平板）　目透し(W=5㎜)張　EP塗装

目隠パネル支柱：アルミ 70ｘ70ｘ2.0

目隠パネル支柱補強材：米松ＫＤ材 30ｘ105

仕上：特記仕様

塩ビ：フクビF見切 D-6号〈同等品〉

外壁通気見切縁

廻 縁

4/10

4/10

ａ

ａ

屋 根 伏 図　S=1/50
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ｄ ｃ ｂ
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山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

天 井 伏 図　S=1/50

名称

屋根伏図：仕上（特記仕様）

自在ドレイン使用

のし瓦5段，5寸素丸，棟プラ面戸

三州瓦葺（三州陶器瓦，和型，新銀色）

〈下地〉アスファルトルーフィング940,野地合板○ア 12，垂木(米松KD材)45ｘ90＠455

鬼瓦（7寸カエズマタギ），ともえ瓦

　 　〃　 　：Ｓ３０（角型：60 ）

ｆ

ｇ

ｈ

ａ

ｂ

ｄ

ｃ

ｅ

記号 仕上：特記仕様

パナソニック：シビルスケアＰＣ-５０(角型)〈同等品〉

〈同等品〉

(勾配4/10)

切妻屋根

棟部役瓦

〃

軒樋

竪樋(排樋)

集水器

X3 X6

１２

ｇ

ｈ
960 2,080960

ｃ ｃ ｃ
ｱﾙﾐ柱70

ｅ

ｆ

照明器具：ダウンライト 100φ(60W相当)〈電気設備図参照〉

天井点検口(ｱﾙﾐ）450ｘ450

雪止め瓦

雪止め瓦

天井点検口

ｆ

2024. (ｂ)
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変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

設計年月日

図 面 番 号

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

Ａ

① ９１

　

①

平
屋
建
て
の
部
分

cm＜

(Ａ)又は(Ｃ)の大なる数値

軸組長さ×個所×倍率＝合計

cm必要壁量

(Ｃ)

㎡×50cm/㎡

けた行方向
見付面積（Ｋ1）

cm＜

見付面積（Ｈ1）

㎡×50cm/㎡

cm

(Ｂ)

必要壁量

軸組長さ×個所×倍率＝合計
①

(Ａ)又は(Ｂ)の大なる数値
判　定

有
効
軸
組
長
さ

令46条表1による軸組の種類

cm必要壁量

(Ａ)

＜注１＞

㎡×　又は

１階床面積
梁り間方向、けた行方向共通

各見付面積による軸組計算（風）
梁り間方向

５

11cm/㎡

床面積による軸組計算表（地震）

15cm/㎡

①筋かい45ｘ90(ｼﾝｸﾞﾙ) １００
１５０

４ 2.0
2.0.

８００ 2.0 ９１０

９１０

① ①①

15cm/㎡

11cm/㎡

15cm/㎡

11cm/㎡

15cm/㎡

11cm/㎡

15cm/㎡

11cm/㎡

（１以下は壁率比の検討） （１以下は壁率比の検討）
＝

cm

㎡×　又は

梁り間方向の側端部の床面積

必要壁量

必要壁量
存在壁量

存在壁量合計

軸組長さ×個所×倍率＝合計軸組長さ×個所×倍率＝合計
９１

必要壁量 cm

㎡×　又は

けた行方向
梁り間方向の側端部の床面積

＝

存在壁量合計
存在壁量
必要壁量（１以下は壁率比の検討）

cm

㎡×　又は

＝
必要壁量
存在壁量

存在壁量合計

①
軸組長さ×個所×倍率＝合計

必要壁量

けた行方向の側端部の床面積
梁り間方向

壁量充足率の検討（各階についてそれぞれの側端部分の軸組の検討）

㎡×　又は

けた行方向の側端部の床面積

必要壁量 cm

軸組長さ×個所×倍率＝合計

＝
（１以下は壁率比の検討）

存在壁量合計
存在壁量
必要壁量

２ ９１１００ ２ 2.0 ４００

４００

１００ 2.0 ４００

４００

２ 2.0 ３６４

３６４

３ 2.0 ５４６

５４６

※　壁量充足率がすべて1.0以上なので　すべてＯＫ

土台105×105

柱105×105

(柱脚) (柱頭)
に取付 に取付

種類を示す

及び2階建の1階で上に2階がない部分の柱

もしくは２階建の２階部分の柱、● 平屋建の柱、

■木造軸組計算表:Ｎ値計算式

Ｎ＝（ Ａ1 ｘ Ｂ1 ）－ Ｌ

Ｎ ：Ｎ値(引き抜き力) この数値によって、金物を選択する

Ｌ ：鉛直荷重による押さえ効果を表す係数　０.６(出隅の場合は０.４)

Ａ1：検討する柱の両側の壁倍率の差（筋交いの場合は補正値を含む）

Ｂ1：周辺部材の押さえ効果を表す係数　　　０.５(出隅の場合は０.８）

■建築基準法施行令第４６条第４項の規定に基づく軸組計算表（Ⅰ表）

■耐力壁伏図凡例・特記仕様

■建築基準法施行令第４６条第４項の規定に基づく軸組計算表（Ⅱ表）

軸組計算表(耐力壁伏図・Ｎ値計算表)

S=1/75

イ ハ ニ

階 柱の位置

平屋建ての柱

　（Ａ1 ｘ Ｂ1） － Ｌ ＝ Ｎ
(壁倍率差)+補正値 Ｂ1 Ｌ

Ｎ値

Ｎ値

１ Ｘ0

Ｘ1

Ｙ1

Ｙ2

Ｙ4

Ｙ5

Ｙ1

Ｙ5

Ｙ1

Ｙ5

Ｙ1

Ｙ3

0.8

0.8

0.5

0.5

0.8

0.8

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.4

0.4

0.6

0.6

0.4

0.4

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.80 

0.80 

0.65 

0.65 

0.80 

0.80 

0.65 

0.65 

0.65 

0.15 

0.80 

0.65 

0.65 

0.80 

0.65 

0.65 

0.65 

0.65 

ろ

ろ

ろ

ろ

ろ

は

は

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

上段：Ｘ軸方向

下段：Ｙ軸方向
Ｘ Ｙ い ろ は

接合金物

■木造軸組：Ｎ値計算表　(注：Ｎ値は小数点2位切上げ)

下段：柱脚部

(2.0－ 0)+ -0.5

(2.0－ 0)+ -0.5

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0－ 0)+ -0.5

(2.0－ 0)+ -0.5

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0－ 0)+ -0.5

上段：柱頭部

告示表三
（金物種類）

Ｘ.Ｙ軸方向の

2

1

1

2

1

1

1

1
ろ

ろ

ろ

( ※)

筋
か
い
金
物

告示
表三

0.65以下

(い)

(ろ)

(は)

(に)

(ほ)

(へ)

(と)

(ち)

(り)

(ぬ)

－

30.0

1.0以下

1.4以下

1.6以下

1.8以下

2.8以下

3.7以下

4.7以下

5.6以下

5.6超

0.0

3.4

5.1

7.5

8.5

10.0

15.0

20.0

25.0

短ほぞ差し又はかすがい打ち

かど金物 CP-T又は山形プレートVP

長ほぞ差し込み栓又はかど金物 CP-L

羽子板ﾎﾞﾙﾄ又は短ざく金物(ｽｸﾘｭｰ釘なし)

羽子板ﾎﾞﾙﾄ又は短ざく金物(ｽｸﾘｭｰ釘あり)

引き寄せ金物 HD-B15（S-HD15）

引き寄せ金物 HD-B10（S-HD10）

引き寄せ金物 HD-820（S-HD20）

引き寄せ金物 HD-B15（S-HD15）ｘ2個

引き寄せ金物 HD-B25（S-HD25）

※ 注1：継手・仕口の仕様から「又は同等以上」を省略してあります。

※ 注2：筋かい金物は壁倍率２.０用を使用のこと

0.0以下

ＮＸ5.3

■接合部の仕様

継手・仕口の仕様（告示）Ｎ値
（ｋＮ）

補正値

(たすき掛)
(シングル)

両側に

(シングル)

＜記号＞

＜記号＞

▼

▲

＋０.５

▼

▲

＋１.０

－０.５

▼

▲

▼

▲

＋１.０

０

▼

▲

▼

▲

０

片側のみに
筋かいあり

筋かいあり

補正値

■木造軸組Ｎ値計算 (柱に取り付く筋かいの位置による補正値)

96
0

3
,8

4
0

1,
92

0
9
60

1
,0

00
1
,0

00
1
,0

00

3
,0

00
8
40

3
,0

00

1
,0

00
1
,0

00
1
,0

00

1
,5

0
0

1,
50

0

8
40

Ｎ値最大値

（小数点第2位切り上げ)

（小数点第2位切り上げ）

(1) 1階床面積にﾎﾟｰﾁ部分の桁線で囲まれた部分を加算する

■端部面積求積表

■床面積算定表

イ ロ

ハ ニ

(1)　柱の端部仕口はすべて短ほぞ差しとする

(2)　伏図の○印内の記号は使用金物の

(3)　筋かいが取付く柱のうち,Ｎ値が０以下の

特記

筋かい(ｼﾝｸﾞﾙ)45ｘ90

非耐力壁(間仕切壁)を示す

開口部を示す

胴差桁(1F)105×105

告示(い)の柱表示は、仕口が短ほぞ差し

（H12.告示1460号）

必要耐力

耐力壁を示す(13ヶ所)

Y2

Y3

Y4

Y5

Y1

Y0

X0

は

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y0

ろ

ろ

ろ

ろ

は ろ ろ はろ

ろ ろ は

い い

ろ

女子
トイレ

男子
トイレ

多目的
トイレ

(床面積加算)ポーチ部分

イ ロ

筋かいを入れること

特記(４)参考

ろ

ろ

910 1,025

910 910 455 910

2,275

1,025 9101,070

1,9802,845

910

340 1,025 910910

7,100

1,775 3,550 1,775

耐力壁伏図 S=1/75

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X9

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

壁倍率 2.0（全部で14ヶ所）

＜注1＞　床面積＝21.30＋(7.1ｘ0.84)＝21.30＋5.964＝27.264≒27.27㎡

: 1.775ｘ3.84　＝ 6.816 ≒ 6.82㎡

: 7.1  ｘ0.96　＝ 6.816 ≒ 6.82㎡

＜ 山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ ＞

２７.２７

４１０

１８.６０

９３０

４ １２００

２０００９３０

（２１５％）

８.１２

４０６

４１０

（２２１％）

６.８２

１０３

３.８８＞１

ロ
６.８２

１０３

３.８８＞１

６.８２

１０３

３.５３＞１

６.８２

１０３

５.３０＞１

金物種類

金物合計

い ろ

28

は

8

( ※ )

Ｘ3

Ｘ6

Ｙ3

Ｙ5

Ｘ4 Ｙ1

Ｙ5

Ｙ1

Ｙ1

Ｙ2

Ｙ4

Ｙ5

0.5

0.5

0.8

0.8

0.5

0.5

0.8

0.8

0.6

0.6

0.4

0.4

0.6

0.6

0.4

0.4

0.65 

0.65 

0.80 

0.80 

0.65 

0.65 

0.80 

0.80 

0.65 

0.65 

0.80 

0.65 

0.65 

0.80 は

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0－ 0)+ -0.5

(2.0－ 0)+ -0.5

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0－ 0)+ -0.5

(2.0－ 0)+ -0.5

1

1

2

1

1

2

ろ

ろ

ろ

ろ

は

Ｘ8

Ｘ9

Ｘ7

Ｙ5 0.65 ろ

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0－ 0)+ -0.5

0.5 0.6 0.65 
0.15 1

(2.0-2.0)+  0.0

(2.0－ 0)+  0.5

0.60.5

(2.0－ 0)+  0.5

(2.0-2.0)+  0.0

(2.0－ 0)+  0.5

0.5 0.6 -0.60 

0.65 

0.65
0.65

0.15

0.65 

-0.60

0.5 0.6 0.65 

0.65

-0.60

ろ

い

い

2

2

1

1

2

1

28

ハ

ニ

X1X0 X2’X3 X4 X5 X6 X8 X9

-0.60
○

○

○

○

○

○

○

○

4

管柱(桧:特一)105×105(10尺)

仕様なので金物は不用

筋かいを入れること（軸組計算には算入しない））

ろ

ろ

金物合計

7851,195

2024.09.
１３

(4)　Y1通リのX8,X9間はスパンが910以下(785)だが



変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

設計年月日

図 面 番 号

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号 山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

鋼製建具表・木製建具表

S=1/60

905

10

有効W

1,025
開口W 2,006 2560 (内法)

2,091

20
0

2
,0

00

2,
20

0

▼FL

750
有効W

10

870
開口W

601,69625

1,781

20
0

2
,0

00

2,
20

0

ﾄﾞｱＷ＝1060㎜ ﾄﾞｱＷ＝905㎜

<H4A：縦長小窓付>

同左 引違い窓

<2006Ｘ2000>

半外付27(86)

多目的トイレ 男子・女子トイレ 男子･女子トイレ・多目的トイレ

ｱﾙﾐ押出形状（ブロンズ）

６.２.

同左

同左

付属金物一式，ﾊﾝﾄﾞﾙ(ｽﾃﾝﾚｽMR仕上)，彫込鎌錠

同左

扉：ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ芯　溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 ｔ0.8， 枠･点検ｶﾊﾞｰ：焼付塗装 ｔ1.6

１. 片引き 面付自動閉鎖式引戸(ｽﾁｰﾙ製)

文化ｼｬｯﾀｰ：ｶｰﾑｽﾗｲﾀﾞｰ（屋外ﾀｲﾌﾟ）　<同等品>

<740Ｘ500>

<H4A：縦長小窓付>

１
ＳＤ
２ １

ＡＷＳＤ

１ ２
ＴＢ ＴＢ

同左

同左

１.

1,
90

0

女子トイレ 女子トイレ

17

725 600 120

1,445

2
3

▼FL

表面材：ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板(心材：MDF)，エッジ：ｱﾙﾐｱｰﾙｴｯｼﾞ，サポート(ｽﾃﾝ)

付属金物一式，中心吊りｸﾞﾚﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ，内開き錠，帽子掛戸当り

文化ｼｬｯﾀｰ：ﾌﾟﾚｸﾘﾝ PCC-RAB(ｱﾙﾐｱｰﾙｴｯｼﾞ)　<同等品>

同左

１.

（トイレブース） （トイレブース）

ＴＢ 男子トイレ

1
,9

00

見込20
485

525

2020

1
00

1
,9

00

2
0

1,
78

0

（三方枠 20ｘ60）

１.

付属金物一式，中心吊りｸﾞﾚﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ，内開き錠，帽子掛戸当り

文化ｼｬｯﾀｰ：ﾌﾟﾚｸﾘﾝ PCC-RAB(ｱﾙﾐｱｰﾙｴｯｼﾞ)　<同等品>

表面材：ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板(心材：MDF)，エッジ：ｱﾙﾐｱｰﾙｴｯｼﾞ，サポート(ｽﾃﾝ)

片開きフラッシュ戸（枠付）１.

丁番・取手・キャッチ

心材：木製　， 面材：メラミン化粧合板

下端ｵｰﾌﾟﾝ

ﾋﾞｽ止め

▼FL

▼FL

▲FL

▲FL▲FL

878

1,
90

0
見込20

1
,8

1
7

60

1,
90

0

23

1,
90

0

見込20

（物入）

<1696Ｘ2000>

〈485ｘ1780〉

ﾀﾃ枠:ﾄｲﾚﾌﾞｰｽに ﾀﾃ枠:壁にﾋﾞｽ止め

▼FL

600 710

1,435

600710

1,435

2,870

125 125

▼FL

600 120900

1,620

17

6
0

1
,9

00

4
0

1
,8

0
0

2
3

（トイレブース）男子トイレ

1
,9

00

920

▲FL

トイレブーストイレブース

トイレブース

1,
90

0

1
7 40

60
1,

80
0

23

40
1
,8

0
0

60

1,
90

0

<引戸：36>

<枠 ： 98> <枠 ： 98>

３ １
ＷＤ

扉見込30

付属金物一式，網戸

<引戸：36>

記号・室名

材質仕上

硝子

金物

備考

個数・機構

材質仕上

硝子

金物

備考

個数・機構

寸法・型状

材質仕上

硝子

金物

個数・機構

備考

寸法・型状

(内法)

(見込)

(内法)

(見込)

(内法)

(見込)

記号・室名

記号・室名

寸法・型状
Ｓ＝1/60

Ｓ＝1/60

Ｓ＝1/60

ド
ア
Ｈ

ド
ア
Ｈ

Ａ １４

20 740 20

780

内法

2,
0
00

50
0

1,
50

0
内

法
3
0

40

複層型　F4K＋FL3 ｶﾞｽｹｯﾄ(DG) ｱﾙﾐｽﾍﾟｰｻｰ空気層15

Ykkap：ｴﾋﾟｿｰﾄﾞⅡ NEO，07405

付属金物一式，ﾊﾝﾄﾞﾙ(ｽﾃﾝﾚｽMR仕上)，打掛錠(操作ﾗﾍﾞﾙ付)，彫込鎌錠

Ｆ４Ｋ（型）

920

20 900

2024. （ｂ）



Ａ

60

変 更 事 項 縮 尺

設計年月日

工 事 名 称

図 面 名 称

承　認

担　当

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

Architectural Office 橋 爪 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

多目的トイレ

１ＦＬ

１ＦＬ

1,
84

0
60

男子トイレ

女子トイレ

2,845

Y1

3,000 2,845

Y1

3,000

1,980 3,000

Y1

1,980

Y1

3,000

2,275

X0 X3

X3 X6 Y5 X6 X3 Y5

X6 X9 Y5 X9 X6 Y5

2
,5

00
2,

50
0

2
,5

00

10
0

ＡＷ

１

南面

30
2
,4

70

水上

2,
00

0

50
0

1,
50

0

水下

50
0

1,
47

0

ＡＷ

１

30
2
,4

70

水上

(水下)

ＡＷ

１

1
,1

00

2,
00

0

50
0

1,
47

06
00

600 480

水上

6
70

水上

西面 北面 東面南面

東面南面 西面 北面

ＡＷ

１ １

ＡＷ

(水下)

30
2,

47
0

水上

50
0

1,
50

0

水下

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

展 開 図

S=1/50

(ﾄ
ｲﾚ

ﾌﾞ
ｰｽ

)

2
00

20
0

1,
33

5

ＳＤ

２

ＳＤ

１

1
,
10

0

上部収納棚

D＝300(1段)

1
,7

80

１ＦＬ(水下)

20

3,000

Y1

2,275

Y1X1

3,000

Y5 X3 Y5

2
,0

00

1
,3

65

ＡＷ

１

東面西面 北面

1
,4

70
50

0

水上 30

Ｆ見切(D-6)

目透し張(W=5) EP塗り

350*450
化粧鏡

ﾗｲﾆﾝｸﾞ:
化粧硅ｶﾙ板
(ｱ)3 H=1365

面台：

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｱ)120 金ゴテ直押え
<物入>

腰壁：H=1100

化粧硅ｶﾙ板○ア 3
硅ｶﾙ板○ア 12+

ｱﾙﾐ見切縁使用

ｵｰﾌﾟﾝ架台

600 60 2
00

ＳＤ

２

30
2
,4

70

水上

1
,4

5
0

450

棚受
100*450

7
0

1
,7

80
20

1,
8
40

(水下)

収納棚

１５

ﾌｯｸ2ｹ所

壁：硅ｶﾙ板○ア 12 EP塗装 

1,
36

5

1
,1

00

天井:木製野縁下地硅ｶﾙ板○ア 6

600ｘ600

棚板(ｱ)20

棚受

集成板(ｱ)20
20x150 OP塗り

30x300

R7.2.03　ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ,ﾁｪｱ追加

L型手すり

OP架台

2024. (ｂ)

収納棚 収納棚 収納棚上部収納棚

D＝300(1段)

棚受
30x300

上部収納棚

D＝300(1段)

棚受
30x300

汚垂石

図 面 番 号＊
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変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

設計年月日

図 面 番 号

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

Ａ １６
2024.10.

3

12

53

5

53 18

76 70

146

68

115 25

146

6

70
98

1
78

Y1

11578521

60 921

905 120

60 2,006 25
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平均地盤面の算定図〔 外周部の長さ：S=1/100　高さ関係：S=1/30 〕

▼設計ＧＬ

▲基準面
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▼平均地盤面

▼現況地盤面 ▼現況地盤面

S=1/100(30)
S=1/20(10)

ｃ

・建物の外周部の長さの合計 Ｌ＝（3＋7.1）ｘ 2 ＝ 20.2ｍ

＝ 0.975 ＋ 1.065 ＋ 0.15 ＋ 1.5975 ＝ 3.7875㎡

・現況地盤面と基準面に囲まれた面積の合計 Ｓ＝ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ

＝｛(0.3＋0.35)ｘ3.0ｘ1/2}＋{(0.3ｘ7.1)ｘ1/2}＋{(0.1ｘ3.0)ｘ1/2}＋{(0.1+0.35)ｘ7.1ｘ1/2}

∴ 平均地盤面＝Ｓ÷Ｌ＝3.7875÷20.2＝ 0.1875 ≒ 0.19ｍ(190㎜)

平均地盤面の算定式

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

引戸廻り部分詳細図・平均地盤面の算定図 式・

ｺｰﾁｽｸﾘｭｰ止め(4か所)
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橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

設計年月日

図 面 番 号

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号
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山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

外構図（平面図・断面詳細図）
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トイレ

P6

1,700

7,100

700

男子

▼
隣
地

境
界
線

△道路境界線

165 1,500

ポーチ

駐車場

1,700 6,000

(ｽﾛｰﾌﾟ1/26)
アプローチ

既存車路補修

既存縁石撤去のこと-90

-140

-500
-300

±00

0
-300

0

0

100

100

P0

0

6,
50

0

73
0

5
,2

80
4
90

6
60

165

30
0

1
00

2/100

90
50

1
40

1
00

30
0

24
0

10
0

1
20

1 0
0

30
0

▼ｽﾛｰﾌﾟ水上

▼設計GL

既存縁石ａを示す

既存縁石撤去のこと

Y1 1,300

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ○ア 120 刷毛引仕上

砕石転圧○ア 100

すき取り○ア 150～300

26
1

ポーチ

100
2

ｂ

a′

a′

a

ｂ

縁石  (W=165）

a′

150

400150
-300

P7

▼隣地境界線

300

Ｌ
≒

5
,0

00

Ｌ
≒

5,
42

0

-300

-600

約
 
5,

00
0

3,
00

0

Y1

Y5

1
,3
0
0

5,940～6500

スロープ

1
25

300

-270

縁石   (W=165）

アプローチ

▲GL

GL＋100

UP

a

150

外構平面図　S=1/50ｂ スロープ〔横〕断面詳細図　S=1/30

S=1/50
S=1/30

S=1/20

X0

X9

100 150 100

350

4
50

1
00

150

土留ｺﾝｸﾘｰﾄ W=150

上端筋 1-D13

横筋 D-10

縦筋 D-10 ＠250

下端筋 1-D13

面取20㎜

砕石転圧○ア 100

30
0

1
50

※

ｂ スロープ〔縦〕断面詳細図　S=1/30

-390 a

駐車場縁石  を示すｂ

a
注：※寸法

a′
0～390㎜

90～200㎜

既存舗装

0～100
0～50

150 150

10

10

1
20

10
0

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ(100目)敷込

盛土

a a′土留ｺﾝｸﾘｰﾄ・断面詳細図 S=1/20

敷石移動

ａ

ｂ

縁石

100 1,300 100

100ｘ100ｘ600

縁石プレコン

10
0

1,500

100 1,300 100

砕石転圧○ア 100

すき取り○ア 150～300

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ(100目)敷込

縁石ﾌﾟﾚｺﾝ

立上りﾒｯｼｭ5φ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ○ア 120 刷毛引仕上

縁石ａ

100ｘ100ｘ600

ｱﾝｶｰ＋接着剤固定

縁石ﾌﾟﾚｺﾝ

D10

2024.12



ＡＡ

Ｂ

Ｂ

Ｇ．Ｌ Ｇ．Ｌ Ｇ．ＬＧ．Ｌ

Ｇ．Ｌ

標　準　図

飯　野
２０

１

２．００ｍ３／ｄ

ＣＡ－１０型

仕　様　表

１０人処理対象人員

ＣＡ－１０　（歩行者荷重）

ＣＡ０１０ＮＥＦ１２２

設計番号

型式名称

汚水量

流入水質

放流水質

　一　般　事　項

　コンクリート　　　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ２

　鉄　　　　筋　　　ＳＤ２９５Ａ

　定着及継手　　　　４０ｄ

　開口補強筋　　　　Ｄ１３シングル

　地　　　　業　　　砕石又はＲＣ　４０～０

２０１６

ブロワ　平・断面図　１／２０

汚泥移送エアリフトポンプ汚泥撹拌装置

マンホールφ４５０ 薬剤筒マンホールφ４５０ マンホールφ４５０

３

１

２

５

６

４
放流エアリフトポンプ

放流管φ１００

Ａ－Ａ断面図　１／２０

Ｄ１０＠２００シングル

Ｂ－Ｂ断面図　１／２０

循環エアリフトポンプ

散気管

接触ろ床槽　ろ材

接触ろ床槽　ろ材
（ロール状）

Ｄ１０＠２００シングル

５

４ ４

ＢＯＤ　２０ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ２００ｍｇ／Ｌ ＳＳ　１６０ｍｇ／Ｌ

ＳＳ　　１５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　４５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　２０ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ１００ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ　３０ｍｇ／Ｌ

（板状）

嫌気ろ床槽　ろ材
（円筒状）

ブロワより

流入管φ１００

０５

１

２

３

４

５

６

沈殿分離槽

嫌気ろ床槽

ピークカット部

接触ろ床槽

消毒槽

処理水槽

総　容　量

機　器　装　置　仕　様

ＰＰまたはＰＥ

ＰＰまたはＰＥ

ＰＰまたはＰＥ

注５）流入管・放流管工事は別途とする。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注６）臭突管工事は別途とする。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注３）図中の”Ｇ．Ｌ”は浄化槽位置での仕上げレベルを示す。

注１）上部は歩行者荷重とする。

注２）機器電源は単相１００Ｖとする。

注４）浄化槽からブロワまでの距離は５ｍ以内とする。

φ４０以下～ＶＰ・φ５０以上～ＶＵ

メーカー仕様

配管仕様

露出配管（ブロワ廻り） ＶＰ

注８）岩掘削工事、杭工事、地盤改良工事、ウェルポイント工事は別途とする。

土中配管

槽内配管

消毒剤

マンホール

パイプ類

槽本体

ＰＶＣ、ＰＰまたはＰＥ

ブロワ

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

充填率 ４３％

充填率 ６１％

充填率 ２１％

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

０．６３５

１．２０８

０．２４６

０．５９３

０．３２６

３．０２９

０．０２１

固形塩素剤

ＦＲＰ

φ２０ 連続運転 １台１１０Ｌ／ｍｉｎ

嫌気ろ床槽ろ材（円筒状）

接触ろ床槽ろ材（ロール状）

接触ろ床槽ろ材（板状）

注７）ブロワ付近にコンセント×１を設置のこと。設置は浄化槽工事範囲外とする。

人槽表示位置循環移送管 水準目安線

送気口φ２０

臭突口φ５０

汚泥移送管

流入管φ１００ 放流管φ１００

１ ２

４

６５

平面図　１／２０

ブロワ

清掃孔 清掃孔

※基礎寸法は参考値とする
φ２０

野　毛

施工全高放流管底流入管底

施工高さ範囲

ＭＨ 嵩上げ高さ項　　目

Ｇ．Ｌ－５７０ ２０６０Ｈ

　　流入・放流管底は、製品規格で製品全高に対し±１０ｍｍの公差があります。

注）製品全高は、製品規格で＋１０、－２０ｍｍの公差があります。

Ｇ．Ｌ－６２０Ｇ．Ｌ－５９０ ２０８０Ｈ

Ｇ．Ｌ－４２０Ｇ．Ｌ－３９０ １８８０Ｈ

最大寸法

最大寸法

最小寸法

３００Ｈ

３００Ｈ

１００Ｈボルト
ロック

Ｇ．Ｌ－６００

簡易
ロック

最小寸法（この図面）

最小寸法（嵩上付）

Ｇ．Ｌ－２６０ １７５０Ｈ　　０Ｈ Ｇ．Ｌ－２９０

Ｇ．Ｌ－３２０ １８１０Ｈ　５０Ｈ Ｇ．Ｌ－３５０

ＰＰまたはＦＲＰ
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Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺 図 面 番 号

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

Ｅ

NS

各分電盤には、図面ホルダ－を設け結線図等を収納すること。

電 気 設 備 特 記 仕 様 書

工 事 名 称

工 事 場 所

建 物 概 要

工 事 項 目

工 事 範 囲 設計図書、現場説明及び、工事契約書による。

竣工時　　１　竣工図面　　　２  施工、竣工写真（カラー）　３　各種試験成績書　　４　完成図書一式

提 出 書 類

一式１，

着工時　　１　工程表等関係書類一式　２　メ－カ－リスト　　３　各種機器承諾図　　４　施工詳細図　　

特 記 事 項

重量の大きい照明器具、天井扇等はスラブその他構造体より呼び径９ｍｍ以上のボルトなどで堅固に支持する。

入線しない管路には、１.２ｍｍ以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

スイッチは、全てネ－ム（印刷文字）付とする。

各種カバ－プレ－トには、その用途を表示すること。

配線器具は、ＪＩＳ大形連用とし、プレ－トは新金属製とする。

屋外に使用するプルボックス、支持金物及びビス類はステンレス製を使用すること。

合成樹脂可とう管は、屈折及び交差を極力少なくし、１メートル以下の間隔で支持を行うこと。

合成樹脂可とう管の鉄筋等による圧力を受ける恐れのある部分には養生カバーを取り付けること。

Ｆケーブル類の整線のための結束は５本以下とする事。

メ－カ－リスト 機 材 名 称 製 造 業 者 名

電線管・付属品 ＪＩＳ規格品及びＪＩＳマ－ク表示品

電線・ケ－ブル類 ＪＩＳ規格品又はＪＣＭＡマ－ク表示品

図中特記なきシンボル等はＪＩＳ－Ｃ－０３０３－００に準拠。（細目は、平面図等による。）凡　　　　　例

配分電盤類

照明器具

東 芝パナソニック

木造　平屋建て

電灯コンセント設備工事

４　監督員と協議のもとに行う軽微な変更については請負金額の増減を行わないものとする。

３　工事の進行状態に応じて疑義が生じた場合及び、細部不明の際は速やかに監督員と協議の上着手する。

一 般 事 項

施 工 基 準

電気設備技術基準

内線規程  配電規程

建築基準法

消防法

その他関係政省令

監理監督員（以下監督員という）の指示事項

「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)」〃

本工事は下記により完全に施工するものとする。

１　本設備工事は、当該建築物に本事項および施工基準に従い電気設備の一式を施工するもので、技術的に完全に行うと共に

２　本設計図書は、工事の概要を示すものであるから施工者は、着工前に充分なる理解の上、速やかに実施工程表及び、施工

５　本工事に使用する製品、材料は別記指定製作者新品とし、監督員の承諾を受けたものとする。又、機器の制作に対しては、

９　その他細部については、監督員の指示による。

８　図面に指示なくも技術上、構造上、及び美観上当然必要と認められるものは請負者負担において、良心的に行うものとする。

６　機器の搬入に際しては、立会い検査及び試験を行い合格した後に搬入すること。ただし、軽易な機器についてはこの限り

　　ではない。

７　工事現場の安全衛生に関する監理は現場代理人が責任者となり、関連法令などに従って、これを行う。ただし、別に責任者

　　が定められた場合は、これに協力するものとする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部「公共建築工事標準仕様書、標準図(電気設備工事編)」

　　各申請手続きも遅滞なく請負者が代行し、これらに要する費用は全て本工事に含むものとする。

　　図面、承諾図面等を提出し監督員の承諾を得るものとする。

　　製作図を提出、承認を受けてから製作すること。

原則として、特記なきスイッチの高さはＦＬ＋１２００～１３００、コンセントはＦＬ＋３００とする。

天井内ケーブル配線は、２ｍ以内ごとに支持材にて支持すること。

日　東 内　外

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

山梨市三富徳和1075-3

（最新版）

（最新版）

パナソニック 東　芝 三　菱

神　保配線器具

河　村 パナソニック

2024.11.
０１設計年月日

手塚 電気設備：特記仕様書 （ｂ）
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Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号
S=1/100山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事
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電気設備：配置図（外灯）
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引込架空線
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東電柱
360φ
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パナソニック　ダウンライトＸＮＤ０６３９ＷＶＬＥ９　相当品 パナソニック　ダウンライトＸＮＤ１０３９ＷＶＬＥ９　相当品

パナソニック　ダウンライトＸＮＷ０６３１ＷＶＬＥ９　相当品 パナソニック　ＬＧＷ８５０１５ＳＦ　相当品

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

パネル：アクリル（透明）、埋込穴：φ１００

枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

カバー：ガラス（乳白）

プラスチック（シルバーグレーメタリック）

防湿型・防雨型、ネジ込み方式、天井直付型・壁直付型、カバーキャッチ付

変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
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承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

Ｅ

NS山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

鋼板製露出型標準品　鍵付
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手塚 電気設備：分電盤結線図　照明姿図
（ｂ）

ＬＥＤ４.２Ｗ　ダウンライト　６０形　４台 ＬＥＤ７Ｗ　ダウンライト　１００形　６台

ＬＥＤ４.６Ｗ　軒下用ダウンライト　６０形　３台 ＬＥＤ４.３Ｗ　ポーチライト　４０形電球相当　３台
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変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
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承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号

Ｅ

山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事
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自動点滅器
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設計年月日

手塚 電気設備：平面図 （ｂ）

ｵｰﾌﾟﾝ架台
400ｘ600H

(将来用)

(将来用)(将来用)

(将来用)

電灯分電盤　鋼板製露出型(鍵付)
設置高さH＝現場協議

図 面 番 号＊

７



特 記 仕 様 書

優 先 順 位

保 温 塗 装
配 管

建 築 概 要Ａ

Ｃ

Ｉ

隠 ぺ い 部 埋 設 部 屋 外 露 出

施 工 場 所

給 水 管
　

Ｂ 工 事 項 目

Ｄ 使 用 機 材

Ｅ 工 事 範 囲

現 場 説 明 事 項 　 質 疑 事 項

特 記 仕 様 書

設 計 図

法 令 、 政 令 、 規 則 等 の 定 め 、 及 び 指 導

工 事 名 称１

１

２

３

４

５

２

３ 敷 地 面 積

４ 延 床 面 積

５

１ 衛 生 器 具 設 備 工 事

２ 給 水 設 備 工 事

３

４

　 機 材 は メ ー カ ー リ ス ト に よ る 他 、 同 等 品 以 上 と し 、 請 負 者 は 契 約 後 、 監 督 員 の 指 示 に 従 い
　 リ ス ト を 作 成 し 、 承 諾 を 受 け た も の を 使 用 す る 。

本 設 計 図 は 工 事 の 概 要 を 示 す も の で あ り 、 施 工 者 は 十 分 な る 理 解 の う え 、 施 工 図 ・ 制 作 図 を 提

出 し 、 監 督 員 の 承 諾 を 得 る も の と す る 。 請 負 者 は 特 記 仕 様 書 、 設 計 図 書 等 に 示 す 範 囲 に お い て

明 記 な き 部 分 と い え ど も 技 術 上 、 施 工 上 、 本 工 事 完 成 に 必 要 と 認 め ら れ る も の は 係 員 の 指 示 に

従 っ て 施 工 す る 。 設 計 図 書 及 び 施 工 上 で 疑 義 あ る 場 合 、 係 員 と 協 議 の う え 、 そ の 指 示 に 従 う 。

な お 軽 微 な 変 更 は 請 負 者 の 責 任 に お い て 行 う こ と 。

Ｆ 提 出 書 類 工 程 表１ 工 事 写 真４ 官 公 署 な ど の 許 認 可 書 類７

完 成 機 器 の 取 扱 説 明 書８完 成 写 真５メ ー カ ー リ ス ト２

３ 制 作 図 完 成 図６ ９ 非 常 時 連 絡 先

Ｇ 一 般 事 項 １

２ 本 工 事 に 関 す る 法 令 、 条 例 及 び 規 則 等 は 、 良 く こ れ を 厳 守 し 、 必 要 な 書 類 、 検 査 立 会 い 、 申

請 届 等 は 、 遅 滞 な く 代 行 し 工 事 の 進 渉 に 支 障 の な い よ う に す る 。 申 請 等 に 要 す る 費 用 は 、 全

て 請 負 者 の 負 担 と す る 。

各 種 の 施 工 は 事 前 に 施 工 図 、 制 作 図 、 承 認 図 等 を 提 出 し 係 員 の 承 認 を 得 る こ と 。３

本 工 事 の 着 工 か ら 竣 工 ま で 、 係 員 の 指 定 す る 箇 所 の カ ラ ー 写 真 を 撮 り 、 サ ー ビ ス 版 ２ 部 を 提

出 す る 。

４

５ 本 工 事 に 於 て 満 水 試 験 、 水 圧 試 験 、 気 密 試 験 、 通 水 試 験 等 の 各 試 験 は 、 係 員 立 会 い の も と に

行 う も の と し 、 試 験 結 果 成 績 表 等 を 提 出 す る こ と 。

本 工 事 施 工 者 は 、 定 め ら れ た 工 期 内 で 工 事 を 完 了 し 、 完 全 な 状 態 で 引 渡 し 出 来 る よ う 、 完 成

と 同 時 に 完 成 図 書 、 必 要 書 類 を 添 え て 提 出 し 、 完 成 検 査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

６

本 工 事 請 負 者 は 、 工 事 完 成 引 渡 し 後 で も 施 工 方 法 、 器 具 類 の 不 良 等 に 起 因 す る 事 故 に 対 し て

は 、 責 任 を も っ て 修 復 し な け れ ば な ら な い 。

７

備 　 　 考ピ ッ ト 内

排 水 設 備 工 事

屋 内 露 出

Ｊ メ ー カ ー リ ス ト

特 記 事 項 １Ｈ

８ 完 成 図 面 は 製 本 及 び Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ ー と す る こ と 。

品 名

ＴＯＴＯ株式会社 株式会社ＬＩＸＩＬ衛 生 器 具

２

　 メ ー カ ー 建 材 、 製 品 、 電 気 及 び 機 械 設 備 機 器 類 の 施 工 に つ い て は 、 工 事 標 準 仕 様 書 に よ る ほ
　 か 、 メ ー カ ー 仕 様 書 に 基 づ く 責 任 施 工
　 と し 、 請 負 者 は メ ー カ ー 仕 様 に よ る 施 工 状 況 を 確 認 し 、 完 成 届 を 監 理 者 に 提 出 す る 事 。 完 成
　 届 受 理 後 、 監 理 者 は 検 査 を 行 う が 、 メ ー
　 カ ー 建 材 、 製 品 、 設 備 機 器 類 の 瑕 疵 に つ い て は 、 監 理 者 は 責 任 を 負 わ な い も の と す る 。

１

２

工 事 場 所

Ｋ 　　仕　　　　　　　　　様

Ａ
ＪＷＷＡ－Ｋ１１６（ＶＢ）－

給 水 管
Ａ

－ ＪＷＷＡ－Ｋ１１６（ＶＤ）

ＶＰ

給 水 管

優 先 順 位

保 温 塗 装
配 管

建 築 概 要Ａ

Ｃ
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隠 ぺ い 部 埋 設 部 屋 外 露 出

施 工 場 所

Ｂ 工 事 項 目

Ｄ 使 用 機 材

Ｅ 工 事 範 囲

現 場 説 明 事 項 　 質 疑 事 項

特 記 仕 様 書

設 計 図

法 令 、 政 令 、 規 則 等 の 定 め 、 及 び 指 導
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５
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２ 給 水 設 備 工 事

３

４

　 機 材 は メ ー カ ー リ ス ト に よ る 他 、 同 等 品 以 上 と し 、 請 負 者 は 契 約 後 、 監 督 員 の 指 示 に 従 い
　 リ ス ト を 作 成 し 、 承 諾 を 受 け た も の を 使 用 す る 。

本 設 計 図 は 工 事 の 概 要 を 示 す も の で あ り 、 施 工 者 は 十 分 な る 理 解 の う え 、 施 工 図 ・ 制 作 図 を 提

出 し 、 監 督 員 の 承 諾 を 得 る も の と す る 。 請 負 者 は 特 記 仕 様 書 、 設 計 図 書 等 に 示 す 範 囲 に お い て

明 記 な き 部 分 と い え ど も 技 術 上 、 施 工 上 、 本 工 事 完 成 に 必 要 と 認 め ら れ る も の は 係 員 の 指 示 に

従 っ て 施 工 す る 。 設 計 図 書 及 び 施 工 上 で 疑 義 あ る 場 合 、 係 員 と 協 議 の う え 、 そ の 指 示 に 従 う 。

な お 軽 微 な 変 更 は 請 負 者 の 責 任 に お い て 行 う こ と 。

Ｆ 提 出 書 類 工 程 表１ 工 事 写 真４ 官 公 署 な ど の 許 認 可 書 類７

完 成 機 器 の 取 扱 説 明 書８完 成 写 真５メ ー カ ー リ ス ト２

３ 制 作 図 完 成 図６ ９ 非 常 時 連 絡 先

Ｇ 一 般 事 項 １

２ 本 工 事 に 関 す る 法 令 、 条 例 及 び 規 則 等 は 、 良 く こ れ を 厳 守 し 、 必 要 な 書 類 、 検 査 立 会 い 、 申

請 届 等 は 、 遅 滞 な く 代 行 し 工 事 の 進 渉 に 支 障 の な い よ う に す る 。 申 請 等 に 要 す る 費 用 は 、 全

て 請 負 者 の 負 担 と す る 。

各 種 の 施 工 は 事 前 に 施 工 図 、 制 作 図 、 承 認 図 等 を 提 出 し 係 員 の 承 認 を 得 る こ と 。３

本 工 事 の 着 工 か ら 竣 工 ま で 、 係 員 の 指 定 す る 箇 所 の カ ラ ー 写 真 を 撮 り 、 サ ー ビ ス 版 ２ 部 を 提

出 す る 。

４

５ 本 工 事 に 於 て 満 水 試 験 、 水 圧 試 験 、 気 密 試 験 、 通 水 試 験 等 の 各 試 験 は 、 係 員 立 会 い の も と に

行 う も の と し 、 試 験 結 果 成 績 表 等 を 提 出 す る こ と 。

本 工 事 施 工 者 は 、 定 め ら れ た 工 期 内 で 工 事 を 完 了 し 、 完 全 な 状 態 で 引 渡 し 出 来 る よ う 、 完 成

と 同 時 に 完 成 図 書 、 必 要 書 類 を 添 え て 提 出 し 、 完 成 検 査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

６

本 工 事 請 負 者 は 、 工 事 完 成 引 渡 し 後 で も 施 工 方 法 、 器 具 類 の 不 良 等 に 起 因 す る 事 故 に 対 し て

は 、 責 任 を も っ て 修 復 し な け れ ば な ら な い 。
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　 と し 、 請 負 者 は メ ー カ ー 仕 様 に よ る 施 工 状 況 を 確 認 し 、 完 成 届 を 監 理 者 に 提 出 す る 事 。 完 成
　 届 受 理 後 、 監 理 者 は 検 査 を 行 う が 、 メ ー
　 カ ー 建 材 、 製 品 、 設 備 機 器 類 の 瑕 疵 に つ い て は 、 監 理 者 は 責 任 を 負 わ な い も の と す る 。
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と 同 時 に 完 成 図 書 、 必 要 書 類 を 添 え て 提 出 し 、 完 成 検 査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。
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本 工 事 請 負 者 は 、 工 事 完 成 引 渡 し 後 で も 施 工 方 法 、 器 具 類 の 不 良 等 に 起 因 す る 事 故 に 対 し て
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７

備 　 　 考ピ ッ ト 内

排 水 設 備 工 事

屋 内 露 出

Ｊ

特 記 事 項 １Ｈ

８ 完 成 図 面 は 製 本 及 び Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ ー と す る こ と 。

品 名

ＴＯＴＯ株式会社 株式会社ＬＩＸＩＬ衛 生 器 具

２

　 メ ー カ ー 建 材 、 製 品 、 電 気 及 び 機 械 設 備 機 器 類 の 施 工 に つ い て は 、 工 事 標 準 仕 様 書 に よ る ほ
　 か 、 メ ー カ ー 仕 様 書 に 基 づ く 責 任 施 工
　 と し 、 請 負 者 は メ ー カ ー 仕 様 に よ る 施 工 状 況 を 確 認 し 、 完 成 届 を 監 理 者 に 提 出 す る 事 。 完 成
　 届 受 理 後 、 監 理 者 は 検 査 を 行 う が 、 メ ー
　 カ ー 建 材 、 製 品 、 設 備 機 器 類 の 瑕 疵 に つ い て は 、 監 理 者 は 責 任 を 負 わ な い も の と す る 。
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Ａ
－ ＪＷＷＡ－Ｋ１１６（ＶＤ）

ＶＰ
塩化ビニール管 ＪＩＳ－Ｋ６７４１（ＶＰ）

給 水 管

換 気 機 器 三菱電機株式会社 パナソニック株式会社

換 気 ダ ク ト
Φ

スパイラルダクト

汚 水 桝 塩ビ製小口径桝

機械設備：特記仕様書 ０１

給 水 管
Ａ

－
Ａ

－
ＨＩ

－－ 屋外埋設　　　耐衝撃塩化ビニール管 ＪＩＳ－６７４２

山梨市三富徳和1075-3

　水道加入金は本工事に含む　

ダイキン工業株式会社

ﾗｲﾆﾝｸﾞ内

小便器部ﾗｲﾆﾝｸﾞ内は自己制御型凍結防止ﾋｰﾀｰ　＋　C2・（イ）・Ⅶ

（ＧＷ保温材）

S=NO.S(A3)

田口

山梨市徳和観光駐車場公衆トイレ建設工事

89.36㎡

21.30㎡

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 『 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 機 械 設 備 工 事 編 ） 最 新 版 』

　 最 新 版 』 に 準 拠 す る も の の ほ か 、 係 員 の 指 示 に 従 う も の と す る 。
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山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称
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縮 尺

設計年月日

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号 山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事
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Ｍ

図 面 番 号＊



０２

S=NO.S(A3)

換気機器表

シンボル

Ｆ－1

Ｆ－2

Ｆ－3

 

衛生器具表

　　器　具　仕　様 　　　　　　　　　設　置　場　所

合
　
　
計
 

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

多
目
的
ト
イ
レ

備　　　考

器　具　名 器具詳細 器　　具　　品　　番　（TOTO） 器　　具　　品　　番　（LIXIL）

洋風便器 掃除口付便器　手洗無タンク(タンク固定）　洗浄暖房便座(貯湯式）　　 ＣＳ５９７ＢＣＳ（右掃除口）　ＳＨ５９６ＢＡＹＲ　　ＴＣＦ５８７Ｙ　　ＹＨ７０２　 ＢＣ－Ｐ２０ＳＵＭ　　ＤＴ－ＰＡ２５０ＵＣＨＴＫ　ＣＷ－ＰＢ２１－ＮＥＣ 4 3 1 給水に凍結防止ヒーター巻き

壁ﾘﾓｺﾝ無し　　床給水　棚付2連式紙巻器（ステンレス製） ＣＳ５９７ＢＬＣＳ(左掃除口）　 ＣＦ－６３ＨＳＴ

掃除口は作業スペースの取れる方向に設置　　

洋風便器 高座面便器　手洗付便器　　洗浄暖房便座(便座蓋なし、貯湯式式）　 ＣＳ２０ＡＢ  　ＳＨ３０ＢＡ　 TCF587Ｐ 　Ｔ９５ＡＮ　　ＹＨ７０２ ＢＣ－２２０ＳＫ　ＤＴ－Ｋ２８０／ＢＷ１，ＮＥ　　ＣＷ－ＰＡ２１－ＮＥＢＣ　 1 1 給水に凍結防止ヒーター巻き

壁ﾘﾓｺﾝ無し　　しびん洗浄栓付き ＳＦ－２１９　ＳＦ－６３ＨＳＴ　【壁リモコン有り】

床給水　棚付2連式紙巻器（ステンレス製）

小便器 壁掛け　電気式フラッシュ弁内蔵　　(ＪＩＳ　Ｕ６２０） ＵＦＳ９００Ｒ Ｕ－Ａ５１ＡＰ 2 2 ライニング内給水にヒーター巻き

洗面器 壁排水　床給水 　自動単水栓（電気式） Ｌ２５０Ｃ　　ＴＬＥ２８ＳＡ１Ａ　　ＴＬＤＰ２２０１ＪＡ　Ｔ６ＢＲ　 Ｌ－１７６ＵＦＣＲ　AM-３００V1　Ａ－２２０２　ＬＦ－ＷＮ７ＰＦ　 2 1 1 給水に凍結防止ヒーター巻き

洗面器 車いす用洗面器　壁排水　壁給水　自動単水栓（電気式） Ｌ１０３Ａ　　ＴＥ２８ＳＳ１Ａ　　ＴＬＤＰ２２０６ＪＡ　 L-３６５APR　AM-３００ＣＶ１　LF-９７PA 1 1 給水に凍結防止ヒーター巻き

化粧鏡 概略寸法　360X450  盗難防止型 ＹＭ３５４５ＡＥ KF-３５４５　　A-６６９-1 3 1 1 1 

手すり 樹脂被覆　Ｌ型　７００×７００ Ｔ１１２ＣＬ９ ＫＦ－９２０ＡＥ７０Ｄ１２Ｊ 1 1 

可動手すり 跳ね上げ式　樹脂被覆  Ｌ＝７００ Ｔ１１２ＨＫ８Ｒ ＫＦ－４７１ＥＨ７０ＪＵ 1 1 

横水栓　カップリング付き（キー式） ＴＡＫＵＨ１３ ＬＦ－３５Ｇ－１３－ＣＶ 1 3 1 1 

田口

変 更 事 項

Architectural Office

山梨県山梨市三ヶ所1289-12　TEL 0553-23-6111

橋 爪 建 築 設 計 事 務 所
担　当

承　認 工 事 名 称

図 面 名 称

縮 尺

設計年月日

一級建築士登録　　第187373号　　橋 爪 一 幸

一級建築士事務所登録　（梨）第1-02697号 山梨市徳和観光駐車場公衆ﾄｲﾚ建設工事

機械設備：衛生器具表　換気機器表 Ｍ
(ｂ)

1 1 ベビーシート

ベビーチェア

開閉式おむつ交換台

平壁設置タイプ

ＹＫＡ２５Ｓ ＜780ｘ135(使用時560)ｘ1145(使用時950)＞

ＹＫＡ１５Ｓ ＜300ｘ250ｘ950＞ 1 1 

床固定アンカーボルト（Ｍ10ｘ83）

床固定アンカーボルト（Ｍ6ｘ85）

品　　　　番 数
風量 静圧 騒音

Ｐａ ｄＢ

1 50

50

1 50

  

   

　

ルーバーセットタイプ（低騒音形）

ルーバーセットタイプ（低騒音形）

型　　　　式

ｍ3/ｈ

消費電力

100Ｖ
 １Φ

 

埋込寸法

240角

適用ﾊﾟｲﾌﾟ

天井扇

天井扇

天井扇

 

名　　称

150φ

150φ

100φ

呼び径

2025.01

女子トイレ

男子トイレ

多目的ﾄｲﾚ

室　　　名

ルーバーセットタイプ（低騒音形）

(パナソニック製）

ＦＹ-２７Ｃ８

ＦＹ-２７Ｃ８

ＦＹ-２４ＣＧ８

200

1 160

140

32

32

35

25

25

19

270角

270角

深型パイプフード(SUS製)

付　　　属　　　品

吊 金 具
天井埋込形換気扇用

(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ製)

ＦＹ-ＫＢ０６１

 

ＦＹ-ＫＢ０６１

ＦＹ-ＫＢ０６１

(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ製)

(ｶﾞﾗﾘ)耐塩害

ＶＢ-ＤＧ １５０Ｓ３－※

ＶＢ-ＤＧ １５０Ｓ３－※

ＶＢ-ＤＧ １００Ｓ３－※

掃除用水栓

図 面 番 号＊
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ポーチ
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00

単独浄化槽(15人槽)

敷地内通路(車路)W=5900 犬
走
り

(W=3000)

BM＝設計GL±0

ﾋｭｰﾑ
管φ900

機械設備：付近案内図・配置図

目隠しﾊﾟﾈﾙ(撤去予定)

(徳和天神溝会館)

±0

徳和川支流

付近案内図　S=Free

2,
80

0

80
0

詰所

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
乾徳山
駐車場

前橋

徳和天神講会館

民宿
山登旅館

(空地)

帰雲亭

徳
　
和
　
川

建設地：山梨市三富徳和1075-3

＜乾徳公園＞

道祖神

消防

至
14
0号

東屋

南側道路

Ｐ

Ｐ

乾徳山登山口

県道乾徳山線

車
路

支
流

車
路

Ｎ

凡例

2
,0
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2,
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0

1
50

2,
7
00

50
0 1
50

2,845 1,980
2,275

X0

X9

0

100

ﾋｭｰﾑ管
φ900

-660 -500 -340 -170

P2

-830

P3

7,100
1,200

P6
+80

-90-1010

2,
17
0

3,
00
0

東側道路

駐 車 場 既存トイレ棟
(改修予定)

石畳み

駐 車 場
車 路

石畳み

既存建物

P1

アプローチ
(ｽﾛｰﾌﾟ1/25)

UP

-140

縁石天端

0

+50

P7
0

-300

-600

-580

-800

WC

300
既存ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

300

300
-300

合併浄化槽
(10人槽)

△　道路境界線を示す

▲　隣地境界線(用途別境界)を示す

０3

東電柱
360φ

▼隣地境界線

▼
隣
地
境
界
線

△道路境界線

△

▼ ▼
▲

ロ

ﾌｼﾞｸﾘｰﾝCA-10型(1300ｘ2470ｘ1520)
HW L

合併浄化槽(10人槽)

ｺﾝ天=GL-270㎜

合併浄化槽天端ｺﾝｸﾘｰﾄ

2,
50
0

磁北
Ｎ

26°

Ｘ通り

±0

雨

水

6分法面を示す

Ｃ

-270

100

0

トイレ
多目的

トイレ
女子

トイレ
男子

X1

X5

1
,9
7
0

2,
2
20

ポーチ
目隠しﾊﾟﾈﾙ

土留擁壁 W=150

土留擁壁 W=150

 － 

 － 

 －
 

水道本管

25HI

止水栓25
ボックス共

Ｍ

 －  －
 

 － 

ﾋｭｰﾑ管

25MM量水器(貸与品）

ﾎﾞｯｸｽは本工事

25不凍栓　MTL=400 
ﾎﾞｯｸｽ共

25HI

既存ﾏﾝﾎｰﾙに放流
穴開け部は斜壁を避ける事

Ｄ

ハ
ニ

臭突50VP  GL＋3Ｍ立ち上げ

ブロアー
 A 

100VP

100VP

100VP

舗装復旧範囲

舗装本復旧範囲

防虫網

●

●

●

地中埋設標（コンクリート製）

S=1/100(A3)

田口
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 －  －
 

 －
 

 － 

100

155

125

1/100

125

155 155

125

1/100

2,845542

X0

竪樋60

トイレ
女子

面
台

Ｔ

Ｔ

面
台

物入

2,275

庇線を示す

X9

5431,980

車ｲｽ 1500φ

多目的
トイレ

3,
00

0

Y5

Y1

▼桁線

100

X3 X6

面台

ｱﾙﾐ柱70
竪樋60

2/100

100

P1

16
5

駐車場縁石を示す

土留擁壁

15
0

W=165

W=150

以降配置図参照

０４

100COA 100COA

100COA

40VP

75VP

75VP
40VP

40VP

75VP

50VP

50VP

40VP

20A
20A

25A
20A

20A

20A

20A

20A

20A

20A

25A 不凍栓MT L=400 ボックス共　

100VP100VP100VP

以降配置図参照

25HI

25A 不凍栓MT L=400 ボックス共　

20A 不凍栓MT L=400 ボックス共　

25A 不凍栓MT L=400 ボックス共　

25HI 20HI

25A

25A

50VP

50VP

100VP 100VP

100VP

35
0

掃除用水栓

男子トイレ洗面器断面　Ｓ＝1／50

S=1/50(A3)

ＡＢＣ

イ

ロ

ホ

汚水 リスト

桝番号 桝記号
基準レベル
よりの管底

桝設置
地盤高

桝実深さ 桝蓋 備　　　考

90L-150x100 -480.00 480 ミカゲ蓋
90Y-150x100 -507.00 507 ミカゲ蓋

Ｃ 90Y-150x100 -532.00 532 ミカゲ蓋
Ｄ -550.00 -300.00 250 浄化槽流入H=260

　 　
イ 90L-150x100 -560.00 560 ミカゲ蓋
ロ 90WY-150x100 -593.00 593 ミカゲ蓋
ハ 90Y-150x100 -607.00 -300.00 307 ミカゲ蓋 浄化槽放流Ｈ＝290
ニ DR-150x100 -1530.00 -580.00 950 ミカゲ蓋 ドロップ桝
ホ 90L-150x100 -565.00 565 ミカゲ蓋

　 　
　 　

凍結防止ヒーター巻き

※１　洋風便器便器、洗面器の器具給水管は凍結防止ヒーター巻き（自己制御型）＋ビニールテープ巻き
※２　小便器部ライニング内給水管は凍結防止ヒーター巻き（自己制御型）＋Ｃ２・（イ）・Ⅶ

VC50

90L-150x100 ミカゲ蓋

桝
深

さ

※３　不凍栓ボックスは樹脂製　１２５ΦＸ６００Ｈとする。

田口

＊屋外給水管の曲がりには地中埋設標を設置のこと。

屋外給水管埋設断面図

埋設表示テープ

サンドクッション

ＧＬ

500

30
0

50
0

良質発生土 60
0

③　掃除口桝と排水管の放流側接続には、ＶＰ変換ソケットを用いる。（市販品使用）

掃除口桝（塩ビ桝）施工要領図

①　クラッシャランは、再生材とする。

②　桝本体下部の基礎板は、コンクリート板、若しくは再生プラスチック製台座を使用する。

ＶＰ

ＶＵ

ＧＬ

ＶＰ変換ソケット（下流側のみ） クラッシャラン（再生材）基礎板

掃除口桝本体

Ｈ
∮

10
0

1
50

機械設備： (ｂ)
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給排水設備　平面図 Ｍ設計年月日

2024.

掃除口（ミカゲ　メスアダプター）
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トイレ

100VP

75VP

20A

100VP 40VP 20A
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100VP 40VP

150

100VP

Ｂ

Ａ

(将来用)

(将来用)
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100Φ
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田口 機械設備： (ｂ)
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換気設備　平面図 Ｍ
2024.

男子
トイレ

150Φ

150Φ

1/100

(将来用)

(将来用)

図  面 番 号＊


